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１．新規河川レンジャー展開計画の目的 

新規河川レンジャー展開計画（以下展開計画）とは、各出張所管内河川レンジャー運

営会議（以下運営会議）において、所属する河川レンジャーの活動状況等を踏まえ、運

営会議の対象区域に望ましい活動内容と活動エリア、必要な河川レンジャーの人員を検

討・決定する年度ごとの計画であり、河川レンジャーの募集・決定の基準となるもので

す。 
 運営会議は、この展開計画について討議、決定する役割を担っています（運営要領第

36 条）。 
 

２．平成２５年度展開計画の考え方 

２．１．視点の設定について 
河川レンジャーの役割は、河川と地域との良好な関係を構築することです。 
このため、展開計画の作成にあたっては、地域と河川レンジャーの状況の両面から検

討する必要があるため、２つの視点から活動の展開の方向を整理します。 

 

視点①地域に必要であると考えられる活動からの展開 

地域で展開されている事業をもとに地域の課題を抽出し、必要であると考えられる

活動からの展開の方向を検討します。河川レンジャーには「住民と行政の橋渡し役」

としての役割が期待されるため、自治体との連携・協働の可能性という観点も重要で

す。 
・ 地域づくりの最上位計画に相当する自治体の総合計画から地域の課題を抽出

し、自治体との連携・協働の可能性という観点も含めて、地域で望まれている

河川レンジャー活動を抽出します。 
・ 地域の河川利用で望まれている活動を抽出するため、淀川管内河川保全利用委

員会資料等から、河川レンジャーとの連携・協働が考えられる活動を整理しま

す。 
 

視点②河川レンジャーの活動状況からの展開 

河川レンジャーは平成 15 年度にスタートしており、すでに地域に根ざしたものと

なってきています。このため、これまでの活動状況をふまえた展開計画の検討が必要

です。 
・ 来年度に展開される活動分野、地域を整理し、検討のベースとします。 
・ これまでの河川レンジャーの活動状況から、展開されてきた活動の分野と地域

を抽出します。 
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２.２.河川レンジャーの人員について 
 河川レンジャーの人員は、出張所ごとに若干名と定められています（運営要領第 11

条）。 
 また、１出張所あたり５名として河川レンジャーの運用を行っており、当展開計画も

それに準じた人員を設定します。 
 なお、山崎出張所については、大阪府域（高槻・山崎運営会議）2 名・京都府域（伏

見・桂川・山崎運営会議）3 名をあわせて 5 名とします。 
 
２.３.河川レンジャーの活動範囲について 
 河川レンジャーは、国土交通省が管轄する範囲（８つの出張所が分担して管理）を基

本に、その沿川地域も含めて活動を行うことができます。 
河川レンジャーはそれぞれ運営会議に所属しており、その運営会議を構成する 1～3

つの出張所の管理範囲をあわせたものが河川レンジャーの活動範囲となります（運営要

領第 8 条）。 
 また、河川レンジャーは、本来の活動範囲以外の場所でも活動を行えるよう、活動範

囲の拡大も認められています。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.1 淀川管内各運営会議管轄範囲 

枚方管内運営会議 

木津川管内運営会議 

福島・毛馬管内運営会議 

高槻・山崎（大阪）管内運営会議 
伏見・桂川・山崎（京都）管内運営会議 
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２.４.河川レンジャーの活動分野について 
 河川レンジャーが行う活動については、運営要領に 10 の内容が定められています（運

営要領第 13 条）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本計画では、以上の活動内容について分類、整理した 7 つの活動分野の分類を用いま

す。 
 

表 2.1 本計画で用いる河川レンジャーの活動分野の分類 

活動分野 内容 

河川美化 河川清掃の活動等 
環境保全 ヨシ原の保全や外来種対策に関する活動等 
啓発その他 全般的な河川の学習、啓発に関する活動等 

川づくり、まちづくりに関する活動等 
広報 河川レンジャーに関する説明や活動紹介、淀川に関する紹介等 
自然観察 植物や野鳥の観察など、淀川の自然を観察する活動 
水利用等 水質調査や河川水の利活用を学ぶ活動等 
防災 防災施設の見学や治水について学ぶ活動等 

河川レンジャーの活動内容 

 
（１）防災・救援・救難の推進を図る活動 
（２）河川の環境保全を図る活動 
（３）河川の適正な利用の推進を図る活動 
（４）節水意識の普及・啓発活動 
（５）日常的な河川管理活動 
（６）河川に係わる歴史・文化の普及・啓発活動 
（７）河川行政と地域・住民・住民団体とのコーディネートを図る活動 
（８）川づくり・まちづくりへの参画・支援活動 
（９）川の人材を育成する活動 
（10）河川レンジャー活動に関するニュースの発行等の情報の発信 
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３．平成２５年度河川レンジャー展開の方向 

視点① 地域に必要と考えられる活動からの展開  

（１）沿川自治体で推進している事業 

【宇治川（伏見出張所管内）】 

沿川各市の総合計画等では、青少年の育成が地域の課題となっており、複数の事業が

推進されています。河川レンジャーの活動としては「啓発その他」「環境保全」「自然観

察」の分野での展開が考えられます。 

 地域の防災機能の向上も課題であり、自主防災組織との連携や水防に関わる出前講座

の開催といった「防災」の分野での河川レンジャーとの連携が期待されます。 

 また、管内では H24 年 10 月にオランダ人技師ヨハネス・デ・レイケによる護岸跡が

発見されています。宇治市では太閤堤跡の保存・活用事業も進められており、このよう

な川に関わる歴史・文化をふまえた「啓発その他」の活動の展開が期待されます。 

 
表 3.1 沿川自治体の河川レンジャーとの連携が模索できる事業およびその展開（分野） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自治体名 計画名 事業名等
河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災

京都市 京都市基本計画（第2期) 高瀬川周辺一帯の魅力ある水辺づくり ●

地域活動や市民活動団体の担い手の育成 ●

青少年活動センターにおける居場所づくりや交流促
進による自己成長の支援

● ● ● ● ● ●

学校・地域が協働して進める新たな学びの場の創出
「学校ふれあい手づくり事業」の推進

● ●

生涯学習の機会のさらなる提供と利便性の向上 ● ● ● ● ●

共汗による地域におけるまちづくりや防災機能の強
化

●

宇治市 宇治市　第5次総合計画 環境美化の推進 ● ●

防災意識の普及・啓発 ●

宇治川太閤堤跡の保存・活用 ●

久御山町 久御山町第4次総合計画 河川の正しい利用と愛護思想啓発事業 ● ●

子ども居場所づくり事業 ● ● ● ● ●

生涯学習推進事業 ● ● ● ● ●

自然環境保全事業 ● ●

自主防災組織活動支援事業 ● ●

風水害対策事業 ● ●

八幡市
第４次八幡市総合計画
第６次実施計画

社会人による学習支援 ●

環境まつり ●

七夕まつり ●

水に対する意識啓発 ● ●

淀川三川合流域交流拠点整備事業 ● ●

防賀川改修工事 ● ●

やすらぎと潤いの回廊づくり ● ●

出前講座（防災） ●

淀川三川合流域地域づくり推進協議会 ●

淀川舟運整備推進協議会 ●
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【桂川－1（山崎出張所管内）】 

当管内では、大山崎町、長岡京市を中心に、地域の自然環境を活かした施策展開が課

題となっており、自然に学ぶ社会の構築や環境都市宣言推進事業といった事業が推進さ

れています。河川レンジャーの活動としては「啓発その他」「環境保全」「自然観察」の

分野での展開が考えられます。 

また、地域の防災機能の向上も課題であり、自主防災組織との連携や水防に関わる出

前講座の開催といった「防災」の分野での河川レンジャーとの連携が期待されます。 

 
表 3.2 沿川自治体の河川レンジャーとの連携が模索できる事業およびその展開（分野） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自治体名 計画名 事業名等
河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災

大山崎町 大山崎町第３期基本計画 自然に学ぶ社会の構築 ● ● ●

河川空間の保全と活用 ● ●

多様な生き物を保全し育てる条例の検討 ● ●

治山・治水の計画 ●

住民参加の都市公園の整備・充実 ●

緑地の整備 ●
道路（小泉川堤防の「川の辺の道」、桂川河川
敷の道等を結ぶ大山崎散策回廊） ●

防災・危機管理 ●

河川敷の自然レクリエーション空間の活用 ● ● ●

青少年の健全育成 ● ● ●

長岡京市 長岡京市第3次総合計画 環境都市宣言啓発推進事業 ● ●

ホタルの育成と保護の推進事業 ● ● ●

水辺環境の整備と保全 ● ● ●

身近なみどりの創出事業 ● ●

各種団体・サークル等活動支援事業 ● ● ● ● ●

防災訓練等実施事業 ●

京都市 京都市基本計画（第2期) 高瀬川周辺一帯の魅力ある水辺づくり ●

地域活動や市民活動団体の担い手の育成 ●
青少年活動センターにおける居場所づくりや交
流促進による自己成長の支援

● ● ● ● ● ●
学校・地域が協働して進める新たな学びの場の
創出「学校ふれあい手づくり事業」の推進

● ●
生涯学習の機会のさらなる提供と利便性の向
上 ● ● ● ● ●
共汗による地域におけるまちづくりや防災機能
の強化 ●

京都市
各区

まちの将来像 取り組み目標
河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災

伏見区 水と緑と温もりのまち
「伏見ですむ」

・「循環型社会の要を担い，環境共生・低炭素社会の魁をめざします」
・「自然と歴史がいきづく地域の魅力を学び，発信します」
・「伏見力を活かし，『新しい京都』のまちづくりを牽引します」
・「地域のコミュニティが人を育み，すこやかな暮らしを支えるまちをめざ
します」
・「安心安全で，人にやさしい便利なまちをめざします」

● ● ● ● ● ●
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【桂川－２（桂川出張所管内）】 

京都市では、さまざまな学びの機会の提供が課題となっており、市民活動や青少年活

動、生涯学習支援などの事業が推進されています。河川レンジャー活動としては、「啓

発その他」「環境保全」「自然観察」の分野での展開が考えられます。 

また、行政と住民が一体となった防災機能向上も課題であり、自主防災組織との連携

や水防に関わる出前講座の開催といった「防災」の分野での河川レンジャーとの連携が

期待されます。 

 
表 3.3 沿川自治体の河川レンジャーとの連携が模索できる事業およびその展開（分野） 

 
 
 
 
 
 
 

 

自治体名 計画名 事業名等
河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災

京都市 京都市基本計画（第2期) 高瀬川周辺一帯の魅力ある水辺づくり ●

地域活動や市民活動団体の担い手の育成 ●

青少年活動センターにおける居場所づくりや
交流促進による自己成長の支援

● ● ● ● ● ●
学校・地域が協働して進める新たな学びの場
の創出「学校ふれあい手づくり事業」の推進 ● ●
生涯学習の機会のさらなる提供と利便性の向
上 ● ● ● ● ●
共汗による地域におけるまちづくりや防災機
能の強化

●

京都市
各区

まちの将来像 取り組み目標
河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災

伏見区 水と緑と温もりのまち
「伏見ですむ」

・「循環型社会の要を担い，環境共生・低炭素社会の魁をめざします」
・「自然と歴史がいきづく地域の魅力を学び，発信します」
・「伏見力を活かし，『新しい京都』のまちづくりを牽引します」
・「地域のコミュニティが人を育み，すこやかな暮らしを支えるまちをめざ
します」
・「安心安全で，人にやさしい便利なまちをめざします」

● ● ● ● ● ●

南区 水と風きらきら・暮らし
ゆったり・洛南しっかり

・バリアフリー化とお年寄り、障害のあるひとへの支援
　 歴史探訪や体験・技能の伝承など、生きがいづくりにつながる企画
　 小学校の教育活動に対する区民参加
　 区民参加により、区内のウォーキングルートやルート上の自然・歴史・
文化資などを示すウォーキングマップの作成
・地域防災体制の充実
　  防火、防災の意識啓発と訓練の実施
        京都市市民防災センター
    地域防災の核となる自主防災組織の充実強化
    区民、事業所、防災関係機関の連携による地域防災ネットワークづく
り

● ● ● ●

右京区 右京かがやきプラン
地域の自然，歴史，文化を体験，学習する団体や活動の活性化 ● ● ●

公園，街路，河川等の維持管理活動の充実 ● ● ●

子育て世代，若い世代の地域活動への参加の拡大 ● ● ● ● ●

ボランティアや大学等と連携する地域活動，団体の増加 ● ● ● ● ●

西京区 西山の緑かがやき　未
来をひらく西京区

・だれもが尊重されるまちづくりの推進
・地域コミュニティの更なる活性化
・協働によるまちづくりの推進
・子どもたちの健全育成
・教育の充実
・安心で安全なまちづくりの推進

● ●

・自然環境の保全と緑化の推進
・「歩くまち・京都」の推進
・まちの美化活動の推進
・循環型社会の構築
・美しい景観の創出と住環境の整備
・田園環境の保全と農業の振興

● ● ● ●

・地域の歴史・文化の継承と活用
・亀岡市等との交流の推進
・生涯学習の推進
・大学等と地域との連携の推進

●
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（２）地域の河川活動で望まれている活動 

当管内では、淀川の適正な河川利用が課題となっており、８つの占用地について「利

用者の河川の環境保全に関する意識向上を目的として，河川レンジャーと連携した環境

教育のあり方を検討する」（平成 24 年度淀川管内河川保全利用委員会（宇治川及び桂

川））とされています。河川レンジャー活動としては、「環境保全」「啓発その他」の分

野での展開が考えられます。 
なかでもかわきた自然運動公園（宇治川（伏見出張所管内）：許可受者 八幡市）は

自然学習会について、大山崎町桂川河川敷公園（桂川（山崎出張所管内）：許可受者 大

山崎町）については、「川らしい利用」の観点から、河川レンジャーとの連携を検討す

るよう、河川管理者より要請がなされています。 
 

表 3.4. 当管内で河川レンジャーとの連携が指摘された占有地一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）淀川管内河川保全利用委員会資料（H24.12.20 宇治川河川保全利用委員会審議資料 2 および

H25.1.29 桂川河川保全利用委員会 審議資料 2 ）より抜粋 

名称 場所 占用目的 許可受者
河川保全利用の検討体制、

状況等

宇治川公園 左岸 43. 8k ～ 44.
6k+ 57m

運動場 京都市

かわきた自然運動公園 淀川桂川合流地点・
淀川右岸37.0ｋ付近

公園 八幡市 ・八幡市環境保全課や河川レン
ジャーと連携した自然教育の実
施を検討している（八幡市）。
・関係各所と連携を取り、自然
学習会の開催を検討している
（八幡市）。
→河川レンジャー等とともに検桂　川 大山崎町桂川河川敷公園 右岸0.0km～0.4km付

近
公園 大山崎町 「川らしい利用、川でなければ

ならない利用」について河川レ
ンジャー等と連携して検討して
いただきたい（河川管理者）。

羽束師 運動広場 右岸5.0k-22.0m ～
5.2k+105.0m

運動広場 京都府

桂川緑地公園 左岸11.2k-60m ～
12.2k+30m

公園 京都市

桂川緑地 離宮前公園 右岸12.2k+50m～
12.8k付近

公園 京都市

久我橋東詰 公園 左岸6.4k+110m ～
8.4k+97m

公園 京都市

淀･桂川 グラウンド 左岸1.8k+20m～2.0k 運動広場 京都市
伏見区

宇治川

宇治川公園

大山崎町桂川河川敷公園

羽束師　運動公園

桂川緑地公園

桂川緑地離宮前公園
久我橋東詰公園

淀・桂川グラウンド

かわきた自然運動公園



 8 

 
（３）地域に必要と考えられる活動からの展開 

【宇治川（伏見出張所管内）】 

これまでに整理した現状から、当管内では「環境保全」「啓発その他」「自然観察」「防

災」の分野での活動の展開が考えられます。 
具体的な活動イメージとして次のようなものが考えられます。 
①河川環境、地域の歴史・文化や防災に関する知見をもとに、わかりやすく地域の人々

（子どもを含む）に伝える活動 
②「川らしい利用」の観点から適正な河川利用のあり方を考える活動 
③個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協働して進める活動 

 
【桂川－1（山崎出張所管内）】 

これまでに整理した現状から、当管内では「環境保全」「啓発その他」「自然観察」「防

災」の分野での活動の展開が考えられます。 
具体的な活動イメージとして、次のようなものが考えられます。 
①河川環境や防災に関する知見をもとに、わかりやすく地域の人々（子どもを含む）

に伝える活動 
②「川らしい利用」の観点から適正な河川利用のあり方を考える活動 
③個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協働して進める活動 

 
【桂川－２（桂川出張所管内）】 

これまでに整理した現状から、当管内では「環境保全」「啓発その他」「自然観察」「防

災」の分野での活動の展開が考えられます。 
具体的な活動イメージとして、次のようなものが考えられます。 
①河川環境や防災に関する知見をもとに、わかりやすく地域の人々（子どもを含む）

に伝える活動 
②「川らしい利用」の観点から適正な河川利用のあり方を考える活動 
③個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協働して進める活動 
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視点② 河川レンジャーの活動状況からの展開  

（１）来年度に活動が予定されている分野、地域 

【宇治川（伏見出張所管内）】 

来年度は、当管内で２名の河川レンジャーが活動を予定しています。 
予定されている活動分野は「環境保全」「啓発その他」「自然観察」「河川美化」です。

また、京都府域の河川レンジャーの連携活動として、「広報」分野の活動が予定されて

います。 

活動地域は宇治市を中心に、京都市伏見区、八幡市が予定されています。 
 

表 3.5.H25 年度河川レンジャー活動予定（宇治川） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【桂川－1（山崎出張所管内）】 

来年度は、当管内で１名の河川レンジャーが活動を予定しています。 
予定されている活動分野は「啓発その他」です。 

また、京都府域の河川レンジャーの連携活動として、「広報」分野の活動が予定され

ています。 

活動地域は大山崎町、京都市伏見区が予定されています。 
 

表 3.6.H25 年度河川レンジャー活動予定（桂川－１） 

 
 
 
 
 
 
 

 

大山崎町 長岡京市 京都市 宇治市 八幡市 その他

居原田　晃司
地球環境ゲームで川のいきものを学ぼう！
（2回実施）

● ● ●

川の生きものガサガサ調査隊（3回実施） ● ●

クリーンアップ ● ●

谷口　順彦 アユの住む川住める川 ●
●

伏見区
● ●

宇治川の魚、捕ってみよう釣ってみよう飼っ
てみよう

●
●

伏見区
● ●

伏見の川の不法投棄を調べてみよう ●
●

伏見区
●

連携活動 京都環境フェスティバル ●
●

伏見区

活動地域
活動名 広報

河川
美化

環境
保全

啓発
その他

防災
自然
観察

水利用
等

大山崎町 長岡京市 京都市 宇治市 八幡市 その他

東　親志 ヒメボタルのすむ桂川とは ● ●

桂川の環境を知ろう ● ●

連携活動 京都環境フェスティバル ●
●

伏見区

防災
活動地域

活動名
河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等
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【桂川－２（桂川出張所管内）】 

来年度は、当管内で１名の河川レンジャーが活動を予定しています。 
予定されている活動分野は「環境保全」「啓発その他」「水利用等」です。 

また、京都府域の河川レンジャーの連携活動として、「広報」分野の活動が予定され

ています。 

活動地域は京都市全域が予定されています。 
 

表 3.7.H25 年度河川レンジャー活動予定（桂川－１） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考）河川レンジャーアドバイザー活動予定 

 河川レンジャーアドバイザー（河川レンジャーを満期で退任された方）について、来年

度の活動が期待されるものは次の通りです。 
 

表 3.8.H25 年度期待される河川レンジャーアドバイザー活動 

大山崎町 長岡京市 京都市 宇治市 八幡市 その他

西田　浩之 お父さんは川へ柴刈りに ●
●

右京区

小中学校向け桂川生態環境データベース ●
●
全域

農薬肥料使用状況のヒアリングと利水に関す
る取り組み

●
●
未定

嵐山水鉄砲大会 ●
●

右京区

連携活動 京都環境フェスティバル ●
●

伏見区

活動地域
広報

自然
観察

水利用
等

防災
河川
美化

環境
保全

啓発
その他

活動名

大山崎町 長岡京市 京都市 宇治市 八幡市 その他

坂本　清

中川雄介
京都伏見ジュニア河川レンジャー　学習①②
③

●
●

伏見区

中村桂子 桂川講座

田子　稔 桂川小学校観察会 ●
●

西京区

桂川小学校観察会 ●
●

西京区

鴨川自然観察会 ●
●

中京区

桂川小学校観察会 ●
●

西京区

仁枝　洋 「水辺の匠おもしろステージ」パネル出展 ●
●

大津市

長岡京市立　長岡第九小学校での防災学習 ● ●

淀川三川ふれあい交流（河川事務所共同出
展）

● ●

防災体験学習 ●
●

伏見区

桂川クリーン大作戦 ● ● ● ● ●

京都環境フェスティバル ●
●

伏見区

防災
活動地域

連携活動

活動名
河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等
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（２）これまでの活動状況からみた活動分野 

当管内で河川レンジャーが誕生したのは平成 15 年度であり、これまでに 338 回の活

動が行われ、活動参加者数はすでに４万人を超えています（H25.1.31 現在）。 
活動分野を見ると、京都伏見ジュニア河川レンジャーなどの「啓発その他」、桂川ク

リーン大作戦などの「河川美化」、小学校等への出前講座などの「自然観察」の分野を

中心に活発に活動が行われてきました。 

管内全体を通じて、学校との関わりも深く、京都伏見ジュニア河川レンジャーや出前

講座などの取り組みが活発に実施されてきています。 

また、多くの自治体が関連する広域的な活動（桂川クリーン大作戦）が実施されてい

ることも当管内の大きな特徴となっています。 

 平成 23 年度からは河川レンジャーは２名となり、活動回数、参加者数が減少すると

ともに、以降は「啓発その他」の分野を中心に活動が行われています。 

 

 

表 3.9.伏見・桂川・山崎管内出張所（大阪府域）河川レンジャー活動状況 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊平成 24 年度は H25.1.31 までに行われた活動を整理しました 

 
 
 
 
 

年度
河川

レンジャー数
活動回数
参加人数

河川美化 環境保全
啓発
その他

広報 自然観察 水利用等 防災 総計

回数 7 11 3 21
人数 489 867 128 1,484
回数 9 12 6 2 29
人数 115 1,009 59 89 1,272
回数 1 9 4 14
人数 45 508 170 723
回数 1 15 1 10 1 28
人数 70 1,119 1 613 200 2,003
回数 2 2 11 2 15 14 46
人数 900 235 666 80 817 927 3,625
回数 3 17 2 21 7 50
人数 2,346 1,522 60 1,420 318 5,666
回数 6 23 6 16 5 56
人数 3,139 3,674 299 910 241 8,263
回数 4 17 2 17 10 50
人数 3,099 1,669 325 979 570 6,642
回数 2 12 14
人数 30 1,055 1,085

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 回数 1 2 3 5 3 14
４名 人数 3,340 173 216 845 174 4,748

回数 7 1 8
人数 378 331 709

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 回数 2 4 2 8
４名 人数 3,608 526 199 4,333

回数 35 2 136 26 97 1 41 338
人数 13,573 235 12,640 4,979 6,497 200 2,429 40,553

合計

２名
23

24
２名

21 ７名

22 ７名

19 ５名

20 ７名

17 １名

18 ５名

15 ２名

16 ２名
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 活動内容ごとに活動回数の推移を見ると、管内では当初から京都伏見ジュニア河川レ

ンジャーなどの啓発その他の活動が実施されており、平成 24 年までの 10 年間、継続

して取り組まれてきています。自然観察および河川美化の分野の活動についても、平成

15 年から継続して取り組まれており、当管内を代表する活動となっています。 
  平成 21 年度は活動回数が最大となりましたが、平成 23 年度に河川レンジャー数

が７名から２名となったこともあり、活動回数、参加者数は減少しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1.管内の河川レンジャー活動の回数および参加者数（H24 は H25.1.31 までの活動を整理） 

活動回数の推移（H15～24）
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【宇治川（伏見出張所管内）】 

当管内では、学校、地域との関わりを活かした京都伏見ジュニア河川レンジャーに代

表される「啓発その他」を中心に、「河川美化」「自然観察」「防災」の分野で活動が行

われてきています。制度開始以来、非常に活動が活発であった地域です。 
 

【桂川－1（山崎出張所管内）】 

当管内では、「河川美化」「啓発その他」「防災」を中心とした活動が行われてきてい

ます。 
 

【桂川－２（桂川出張所管内）】 

当管内では、「河川美化」「自然観察」を中心とした活動が行われてきています。 
 

 

表 3.9. 活動内容/行政区における活動回数（Ｈ15～24 年） 

活動区域 種別 
河川 
美化 

環境 
保全 

啓発 

その他 
広報 

自然 
観察 

水利用 防災 総 計 

大山崎町 回数 7  2  1  2 12 

 人数 12,222  371  37  142 12,772 

長岡京市 回数   5 3   8 18 

 人数   2,647 318   464 3,429 

京都市北区 回数     1   1 

 人数     20   20 

〃 上京区 回数    1    1 

 人数    1    1 

〃 中京区 回数     5   5 

 人数     157   157 

〃 下京区 回数 2  1     3 

 人数 106  72     178 

〃 南区 回数 9  2  9  1 21 

 人数 12,324  371  430  66 13,191 

〃 右京区 回数 8 1 1  27   37 

 人数 12,292 78 95  1,582   14,047 

〃 西京区 回数 10 1 4 1 40  1 56 

 人数 12,343 157 571 76 3,186  66 15,939 

〃 伏見区 回数 27  121 8 16  29 197 

 人数 13,294  9,685 554 1,085  1679 25,634 

宇治市 回数   1  10  1 11 

 人数   46  435  53 488 

八幡市 回数    1    1 

 人数    2,107    2,107 

回数 2  2 11 2 1 1 18 
その他の地域 

人数 20  266 1,923 203 200 24 1,135 

＊複数区にまたがる活動はそれぞれの行政区でカウントしている 

＊平成 24 年度は H25.1.31 までに行われた活動を整理しました 
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（４）河川レンジャーの活動状況からの展開 
 

【宇治川（伏見出張所管内）】 

当管内では、学校、地域との関わりを活かした京都伏見ジュニア河川レンジャーに代

表される「啓発その他」を中心に「河川美化」「自然観察」「防災」の分野での活動が行

われてきています。平成 15 年度から積み重ねてきた活動の継承として、当管内ではこ

れらの活動が必要であると考えられます。 
このうち、「防災」については来年度の活動予定がないため、これまでの活動状況か

らみて重視すべき活動であると考えられます。 
また、これまで活動が実施されていない久御山町の展開についても検討が必要です。 
 
 

【桂川－1（山崎出張所管内）】 

当管内では、「河川美化」「啓発その他」「防災」を中心とした活動が行われてきてい

ます。これまでに積み重ねてきた活動の継承として、これらの活動の継続が必要である

と考えられます。 
また、来年度は、１名の河川レンジャーが「啓発その他」の分野で、大山崎町での活

動を予定しています。 
来年度は「防災」「河川美化」についての活動予定がありませんが、これまでに実施

されてきた活動の継承として重要な活動分野です。 
また、来年度は長岡京市での活動予定がないため、この地域の展開について検討が必

要です。 
 

 

【桂川－２（桂川出張所管内）】 

当管内では、右京区、西京区を中心に「河川美化」「自然観察」を中心とした活動が

行われてきています。これまでに積み重ねてきた活動の継承として、これらの活動の継

続が必要であると考えられます。 
来年度は、これらの分野について活動が予定されていないため、これまでの活動状況

からみて重視すべき分野であると考えられます。 
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４．平成２５年度河川レンジャーの展開について 

 以上の結果を整理し、河川レンジャー展開計画案としてとりまとめます。 

 

【宇治川（伏見出張所管内）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の地域のニーズ及び河川レンジャーの活動状況を踏まえ、当管内では「河川美化」

「環境保全」「啓発その他」「自然観察」「防災」の分野の活動が必要であると考えられ

ます。なかでも、当管内の代表的な活動分野である「啓発その他」、各種講座などで地

域のニーズが高い「自然観察」及び「防災」を重視します。 
これらの分野の具体的な活動イメージは次の通りです。 

①河川環境、地域の歴史・文化や防災に関する知見をもとに、わかりやすく地域

の人々（子どもを含む）に伝える活動 
②「川らしい利用」の観点から様々な河川利用のあり方を考える活動 
③個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協働して進める活動 

活動地域についてみると、久御山町は、宇治川左岸において活動実績がありませんが、

木津川流域については活動が行われており、河川レンジャー不在といった状況ではない

ため、特に重点地域とはしません。 

また、平成 25 年度は 2 名の河川レンジャーが活動を行うため、新規河川レンジャー

として必要な人員を 1名とします。 

 

視点②河川レンジャーの活動状況からみた活動展開 

・これまでに実施されてきた活動の継承として、「河川美化」「啓発その他」「自

然観察」「防災」の分野での活動が当地域に必要であると考えられます。 
・このうち、「防災」については来年度活動予定がないため、これまでの活動状

況からみて重視すべき分野です。 
・久御山町ではこれまで活動が行われておらず、来年度も実施の予定がないため、

今後の活動展開について検討が必要です。 
 

視点①地域に必要と考えられる活動展開 

・ 沿川自治体の総合計画等から、「環境保全」「啓発その他」「自然観察」「防災」

の河川レンジャー活動が当地域に必要であると考えられます。 
・ 具体的な活動イメージ 

①河川環境、地域の歴史・文化や防災に関する知見をもとに、わかりやすく地

域の人々（子どもを含む）に伝える活動 
②「川らしい利用」の観点から様々な河川利用のあり方を考える活動 
③個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協働して進める活動 



 16 

【桂川－１（山崎出張所管内）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の地域のニーズ及び河川レンジャーの活動状況を踏まえ、当管内では「河川美化」

「環境保全」「啓発その他」「自然観察」「防災」の活動が必要であると考えられます。

なかでも、過去に活動がなく、川らしい利用のあり方の検討なども含めた「環境保全」、

来年度活動がなく、地域のニーズが高い「防災」分野を重視します。 
これらの分野の具体的な活動イメージは次の通りです。 

①河川環境や防災に関する知見をもとに、わかりやすく地域の人々（子どもを含

む）に伝える活動 
②「川らしい利用」の観点から様々な河川利用のあり方を考える活動 
③個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協働して進める活動 

活動地域についてみると、長岡京市は来年度活動予定がありませんが、淀川に直接面

していないことから特に重点地域とはしません。 

また、平成 25 年度は当管内で 1 名の河川レンジャーが活動を予定しています。この

ため、山崎出張所管内（京都府域）の新規河川レンジャーとして必要な人員は 1名とし

ます。 

 

 

視点②河川レンジャーの活動状況からみた活動展開 

・これまでに実施されてきた活動の継承として、「河川美化」「啓発その他」「防

災」の分野での活動が当地域に必要であると考えられます。 
・このうち、「防災」の分野について、来年度は活動が予定されていないため、

これまでの活動状況からみて重視すべき分野です。 
・来年度活動予定のない長岡京市の展開について検討が必要です。 

視点①地域に必要と考えられる活動展開 

・ 沿川自治体の総合計画等から、「環境保全」「啓発その他」「自然観察」「防災」

の河川レンジャー活動が当地域に必要であると考えられます。 
・ 具体的な活動イメージ 

①河川環境や防災に関する知見をもとに、わかりやすく地域の人々（子ども

を含む）に伝える活動 
②「川らしい利用」の観点から様々な河川利用のあり方を考える活動 
③個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協働して進める活動 
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【桂川－２（桂川出張所管内）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上の地域のニーズ及び河川レンジャーの活動状況を踏まえ、当管内では「河川美化」

「環境保全」「啓発その他」「自然観察」「防災」の活動が必要であると考えられます。 
なかでも、これまでに実施されてきた活動の継承として「河川美化」、講座などの地

域のニーズがあり、来年活動がない「自然観察」の分野を重視します。 
これらの分野の具体的な活動イメージは次の通りです。 

①河川環境や防災に関する知見をもとに、わかりやすく地域の人々（子どもを含

む）に伝える活動 
②「川らしい利用」の観点から様々な河川利用のあり方を考える活動 
③個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協働して進める活動 

また、平成 25 年度は当管内で 1 名の河川レンジャーが活動を予定しています。新規

河川レンジャーとして必要な人員は、1名とします。 

 
 
 

視点②河川レンジャーの活動状況からみた活動展開 

・ これまでに実施されてきた活動の継承として、「河川美化」「自然観察」の分

野での活動が当地域に必要です。 
・ 来年度は「河川美化」「自然観察」の分野について活動が予定されていない

ため、これまでの活動状況からみて重視すべき分野です。 

視点①地域に必要と考えられる活動展開 

・ 沿川自治体の総合計画等から、「環境保全」「啓発その他」「自然観察」「防災」

の河川レンジャー活動が当地域に必要であると考えられます。 
・ 具体的な活動イメージ 

①河川環境や防災に関する知見をもとに、わかりやすく地域の人々（子ども

を含む）に伝える活動 
②「川らしい利用」の観点から様々な河川利用のあり方を考える活動 
③個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協働して進める活動 
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表 4.1.平成 25年度 伏見・桂川・山崎（京都府域）管内展開計画（案） 

管内 人数 活動区域 活動内容等 

宇治川 1 名 限定しない 必要であると考えられる分野は「河川美化」「環

境保全」「啓発その他」「自然観察」「防災」です。

なかでも「啓発その他」「自然観察」「防災」分野

を重視します。 
【具体的な活動イメージ】 
①河川環境、地域の歴史・文化や防災に関する知

見をもとに、わかりやすく地域の人々（子ども

を含む）に伝える活動 
②「川らしい利用」の観点から様々な河川利用の

あり方を考える活動 
③個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協

働して進める活動 
桂川－１ 1 名 限定しない 必要であると考えられる分野は「河川美化」「環

境保全」「啓発その他」「自然観察」「防災」です。

なかでも「環境保全」、「防災」分野を重視します。 
【具体的な活動イメージ】 
①河川環境や防災に関する知見をもとに、わかり

やすく地域の人々（子どもを含む）に伝える活

動 
②「川らしい利用」の観点から様々な河川利用の

あり方を考える活動 
③個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協

働して進める活動 
桂川－２ 1 名 限定しない 必要であると考えられる分野は「河川美化」「環

境保全」「啓発その他」「自然観察」「防災」です。

なかでも、「河川美化」、「自然観察」の分野を重

視します。 
【具体的な活動イメージ】 
①河川環境や防災に関する知見をもとに、わかり

やすく地域の人々（子どもを含む）に伝える活

動 
②「川らしい利用」の観点から様々な河川利用の

あり方を考える活動 
③個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協

働して進める活動 
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図 4.1.平成 25年度 伏見・桂川・山崎（京都府域）管内展開計画（案） 

桂川－２ 

推薦人数 １名 

桂川－1 

推薦人数 １名 宇治川 

推薦人数 １名 



 20 

 
 
 
 
 
 

＜参考資料＞ 

 



 21 

（参考資料１） 

これまでの伏見・桂川・山崎（京都府内）管内河川レンジャー活動の状況 

 
１．概況 

伏見・桂川・山崎（京都府内）出張所管内で河川レンジャーが誕生したのは平成 15
年度からであり、これまでに 338 回の活動が行われ、参加者は 4 万名を超えた。 

河川レンジャー数は、平成 15 年に 2 名からスタートし、平成 17 年度に 1 名となっ

た後、平成 18 年から 5～7 名の間で推移しているが、平成 23 年以降は 2 名となってい

る。 
活動分類からみると、過去最も多く行われているのは、京都伏見ジュニア河川レンジ

ャーなどの啓発その他の活動であり、次いで学校と連携した自然観察に関する活動、河

川美化に関する活動である。環境保全に関連する活動は回数が少なく、水利用等につい

てはこれまでに 1 回活動が行われたのみである。 
参加者数が多いのは桂川クリーン大作戦などの河川美化や、啓発その他に関する活動

である。 
 

 
表１ 伏見・桂川・山崎（京都府内）管内河川レンジャー活動状況（平成 15 年度～24 年度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注１）事務局の判断で分類 

注２)重複する分野は主要な分野でカウント 

注３）Ｈ24 年度はＨ25.1.31 までのデータを集計 

年度
河川

レンジャー数
活動回数
参加人数

河川美化 環境保全
啓発

その他
広報 自然観察 水利用等 防災 総計

回数 7 11 3 21
人数 489 867 128 1,484
回数 9 12 6 2 29
人数 115 1,009 59 89 1,272
回数 1 9 4 14
人数 45 508 170 723
回数 1 15 1 10 1 28
人数 70 1,119 1 613 200 2,003
回数 2 2 11 2 15 14 46
人数 900 235 666 80 817 927 3,625
回数 3 17 2 21 7 50
人数 2,346 1,522 60 1,420 318 5,666
回数 6 23 6 16 5 56
人数 3,139 3,674 299 910 241 8,263
回数 4 17 2 17 10 50
人数 3,099 1,669 325 979 570 6,642
回数 2 12 14
人数 30 1,055 1,085

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 回数 1 2 3 5 3 14
４名 人数 3,340 173 216 845 174 4,748

回数 7 1 8
人数 378 331 709

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 回数 2 4 2 8
４名 人数 3,608 526 199 4,333

回数 35 2 136 26 97 1 41 338
人数 13,573 235 12,640 4,979 6,497 200 2,429 40,553

15 ２名

16 ２名

17 １名

18 ５名

19 ５名

20 ７名

21 ７名

22 ７名

合計

２名
23

24
２名
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＊活動内容分類の定義は以下の通り。 

活動分野 内容 
河川美化 河川清掃の活動等 
環境保全 ヨシ原の保全や外来種対策に関する活動等 
啓発その他 全般的な河川の学習、啓発に関する活動等。 
広報 河川レンジャーに関する説明や活動紹介、淀川に関する紹介等 
自然観察 植物や野鳥の観察など、淀川の自然を観察する活動 
水利用等 水質調査や河川水の利活用を学ぶ活動等 
防災 防災施設の見学や治水について学ぶ活動等 

 
 
 活動内容ごとに活動回数の推移を見ると、管内では当初から京都伏見ジュニア河川レ

ンジャーなどの啓発その他の活動が実施されており、平成 23 年までの 9 年間、継続し

て取り組まれてきている。自然観察および河川美化の分野の活動についても、平成 15
年から継続して取り組まれており、当管内を代表する活動となっている。 
 平成 21 年度は活動回数が最大となっているが、平成 23 年度の河川レンジャー数の

減少にともない、活動回数が減少している。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活動回数の推移（H15～24）
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広報

啓発その他

環境保全

河川美化

図１  伏見・桂川・山崎（京都府内）管内 活動回数の推移 

（回） 
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 活動内容ごとに参加人数の推移を見ると、管内では当初から京都伏見ジュニア河川レ

ンジャーなどの啓発その他の活動が実施されており、毎年一定数の参加者がいる。河川

美化については徐々に参加者数が増え、平成 23 年度には参加者数の過半数を占めるま

でになっている。平成 24 年度は広報活動が目立っており、桂川クリーン大作戦を含め

ると、過去最高規模の参加者数を集めることが予想される。 
 活動回数と同じく、平成 21 年度に参加者数が最大となっている。平成 23 年度には

河川レンジャー数が 1/3 程度に減少しているが、河川レンジャーアドバイザーの活動も

あり、活動回数に比べて参加者数の大きな減少は見られない。 
 
 
 
  参加者数の推移（H15～24）

0
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図２  伏見・桂川・山崎（京都府内）管内 参加者数の推移 
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２．活動内容/回数 

 
 活動内容と回数の関係に着目すると、河川美化、自然観察や啓発その他の活動は、回

数に増減はあるものの、毎年実施されてきている。広報については平成 18 年以降、ま

た、防災については平成 19 年以降、継続して取り組まれている。 
環境保全、水利用等についてはあまり活動が行われていない。 

 

表２ 伏見・桂川・山崎（京都府内）管内河川レンジャー活動回数（平成 15～23 年） 
年度 河川美化 環境保全 啓発その他 広報 自然観察 水利用等 防 災 総 計 

15 7   11   3     21 
16 9   12 6 2     29 
17 1   9   4     14 
18 1   15 1 10 1   28 
19 2 2 11 2 15   14 46 
20 3   17 2 21   7 50 
21 6   23 6 16   5 56 
22 4   17 2 17   10 50 
23 2   14 3 5   3 27 
24     7 3 4   2 16 

合計 35 2 129 22 93 1 39 338 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 伏見・桂川・山崎（京都府内）管内河川レンジャー活動回数（平成 15～24 年） 
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３．活動内容/参加者数 

 
活動内容と参加者数の関係に着目すると、当管内では、河川美化と啓発その他活動が

突出して多くの参加者を集めている。河川美化については桂川クリーン大作戦、啓発そ

の他の活動では京都伏見ジュニア河川レンジャーが、管内を代表する活動となっている。 
自然観察については、毎年数多くの参加者に親しまれている活動となっている。防災

に関しては平成 19 年以降、着実に参加者を集めている。 
 
表３ 伏見・桂川・山崎（京都府内）管内河川レンジャー活動参加者数（平成 15～24 年） 

年度 河川美化 環境保全 啓発その他 広報 自然観察 水利用等 防 災 総 計 

15 489  867  128   1,484 
16 115  1,009 59 89   1,272 
17 45  508  170   723 
18 70  1,119 1 613 200  2,003 
19 900 235 666 80 817  927 3,625 
20 2,346  1,522 60 1,420  318 5,666 
21 3,139  3,674 299 910  241 8,263 
22 3,099  1,669 325 979  570 6,642 
23 3,370  1,228 216 845  174 5,833 
24   378 3,939 526  199 5,042 

合計 13,573 235 12,640 4,979 6,497 200 2,429 40,553 
 
 

（河川レンジャー数） 

図４  伏見・桂川・山崎（京都府内）管内河川レンジャー活動参加者数（平成 15～24 年） 
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４．活動内容/活動場所 

 

これまでに伏見・桂川・山崎（京都府内）管内で実施された活動を行政区で整理する

と表４（次頁）の通りである。 
当管内では、京都市伏見区で非常に盛んに活動が実施されており、一つの活動エリア

を形成している。次いで西京区、右京区などで数多く活動が実施されている。 
管内全体を通じて、学校との関わりも深く、京都伏見ジュニア河川レンジャーや出前

講座などの取り組みが活発に実施されてきている。 
また、多くの自治体が関連する広域的な活動（桂川クリーン大作戦等）が実施されて

いることも当管内の大きな特徴となっている。 
 

図５  伏見・桂川・山崎（京都府内）管内 行政区 
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表４ 活動内容/行政区における活動回数（平成 15～24 年） 

活動区域 種別 
河川 
美化 

環境 
保全 

啓発 

その他 
広報 

自然 
観察 

水利用 防災 総 計 

大山崎町 回数 7  2  1  2 12 

 人数 12,222  371  37  142 12,772 

長岡京市 回数   5 3   8 18 

 人数   2,647 318   464 3,429 

八幡市 回数    1    18 

 人数    2,107    3,429 

京都市北区 回数     1   1 

 人数     20   20 

〃 上京区 回数    1    1 

 人数    1    1 

〃 中京区 回数     5   5 

 人数     157   157 

〃 下京区 回数 2  1     3 

 人数 106  72     178 

〃 南区 回数 9  2  9  1 21 

 人数 12,324  371  430  66 13,191 

〃 右京区 回数 8 1 1  27   37 

 人数 12,292 78 95  1,582   14,047 

〃 西京区 回数 10 1 4 1 40  1 56 

 人数 12,343 157 571 76 3,186  66 15,939 

〃 伏見区 回数 27  121 8 16  29 197 

 人数 13,294  9,685 554 1,085  1679 25,634 

宇治市 回数   1  10  1 11 

 人数   46  435  53 488 

回数 2  2 11 2 1 1 18 
その他の地域 

人数 20  266 1,923 203 200 24 1,135 

＊複数区にまたがる活動はそれぞれの行政区でカウントしている 

＊H２４年度はＨ25.1.31 までのデータを集計,  

各行政区詳細はまとめはＨ23 年度までのデータを使用 
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①大山崎町 

 大山崎町では、平成 19 年以降、周辺市等にまたがった桂川クリーン作戦などの河川

美化に関する活動を中心に、啓発その他や自然観察、防災に取り組む活動など、計 12
回実施されている。 
環境保全、広報、水利用等の分野に関する活動はない。 

 

表５ 大山崎町における河川レンジャー活動一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

*活動場所の分類の考え方について（各区河川レンジャー活動一覧に適用） 

河川区域内ポイント：河川区域内でポイント的に実施 

河川区域内コース：河川区域内で複数ポイントで実施 

河川区域外ポイント：河川区域外でポイント的に実施 

河川区域外コース：河川区域内で複数ポイントで実施 

河川管理施設：排水機場、大堰、水門など関連施設 

学校：小中学校、大学など 

行政庁舎等：区役所等 

公共施設等：図書館、資料館等 

 

活動区域
活動場所

分類
活動場所 年度

河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災 総計

19 2 2
20 2 2
20 2 2
22 1 1

桂川　亀岡～三川合流点 21 1 1
桂川　中之島公園～三川合流
点・保津川

22 1 1

淀川資料館～大山崎山荘美術
館

22 1 1

桂川　宮前橋～淀川河川公園 22 1 1
桂川　園部～三川合流点 23 1 1

河川区域内コース 集計 7 2 1 2 12
大山崎町および京都市各区等　総計 7 2 1 2 12

大山崎町
・京都市
（西京区・
右京区・南
区・伏見
区）
・亀岡市
・南丹市
・長岡京市
・向日市
・八幡市
・枚方市

河川区域内
コース

桂川　中之島公園～三川合流点

桂川　桂大橋～三川合流点・支
川
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②長岡京市 

 長岡京市では、平成 20 年以降 18 回の活動が実施されている。 
小学校と連携した啓発その他の取り組みや、中央公民館を活用した啓発その他、広報

などの取り組み等が行われている。 
河川美化、環境保全、自然観察、水利用等の分野に関する活動はない。 

 
表６ 長岡京市における河川レンジャー活動一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③京都市北区 

京都市北区では、平成 22 年に学校と連携した自然観察活動が 1 回実施されている。 
 

表７ 京都市北区における河川レンジャー活動一覧 

 
 
 
 
 
④京都市上京区 

京都市上京区では、平成 18 年に 1 回の広報活動（ＫＢＳ京都ラジオ出演）が実施さ

れている。 
 

表８ 京都市上京区における河川レンジャー活動一覧 

 
 

⑤京都市中京区 

活動区域
活動場所

分類
活動場所 年度

河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災 総計

長岡京市
河川区域内
コース

犬川　犬川橋水防倉庫～小畑川
合流点

20 1 1

河川区域内コース 集計 1 1
学校 長岡京市立　長岡第七小学校 20 1 1

長岡京市立　長岡第十小学校 21 1 1
22 3 3
23 3 3

学校 集計 1 1 6 8
公共施設等 長岡京市中央公民館 20 1 1

21 3 1 4
22 1 1

公共施設等 集計 4 2 6
長岡京市 集計 5 3 7 15

20 2 2
22 1 1

河川区域内コース 集計 2 1 3
長岡京市・京都市各区・大山崎町・向日市・八幡市 集計 2 1 3
総計 7 3 8 18

長岡京市立　長岡第九小学校

桂川　桂大橋～
三川合流点・支川

河川区域内
コース

長岡京市・
京都市（西
京区・南
区・伏見
区）・大山
崎町・向日
市・八幡市

活動区域
活動場所

分類
活動場所 年度

河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災 総計

京都市北区 学校 京都市立　柊野小学校 22 1 1
学校 集計 1 1

総計 1 1

活動区域
活動場所

分類
活動場所 年度

河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災 総計

京都市上京
区

河川区域外
ポイント

KBS京都 18 1 1

河川区域外ポイント 集計 1 1
総計 1 1
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京都市中京区では、平成 18 年以降、計 5 回の活動が実施されている。 
いずれも桂川の桂大橋上流で実施された自然観察に関する活動で、小学校と連携し、

野鳥観察などを行うものである。 
 

表９ 京都市中京区における河川レンジャー活動一覧 

 

 

 

 

 

 

 

⑥京都市下京区 

京都市下京区では、平成 18 年以降、3 回の活動が実施されている。 
活動内容は、啓発その他の活動（小学校への出前講座）や、ひと・まち交流館京都で

の河川美化に関わる会議などである。 
 

表 10 京都市下京区における河川レンジャー活動一覧 

 
 
 
 
 

活動区域
活動場所

分類
活動場所 年度

河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災 総計

桂川　桂大橋上流 18 1 1
19 1 1
20 1 1
21 1 1
22 1 1

河川区域内ポイント 集計 5 5
総計 5 5

河川区域内
ポイント

京都市中京
区

活動区域
活動場所

分類
活動場所 年度

河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災 総計

学校 京都市立　御所南小学校 23 1 1
学校 集計 1 1
公共施設等 ひと・まち交流館京都 21 2 2
公共施設等 集計 2 2

総計 2 1 3

京都市下京
区
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⑦京都市南区 

京都市南区では、平成 18 年以降、21 回の活動が実施されている。 
活動内容は、小学校と連携した自然観察などである。また、桂川の阪急橋梁～JR 橋

梁にかけて自然観察が継続的に実施されるなど、他の市域などにまたがって様々な活動

が活発に実施されている。 
 

表 11 京都市南区における河川レンジャー活動一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動区域
活動場所

分類
活動場所 年度

河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災 総計

京都市南区 桂川　久世橋下流 20 1 1
桂川　天神川合流点 21 1 1

河川区域内ポイント 集計 1 1 2
学校 京都市立　祥栄小学校 19 1 1
学校 集計 1 1

南区 集計 1 2 3
桂川　松尾橋～西大橋 18 1 1
桂川　阪急橋梁～JR橋梁 18 1 1

20 1 1
21 1 1
22 1 1

桂川　阪急橋梁～天神川合流点 19 1 1
桂川　桂大橋下流～久世橋 19 1 1

19 2 2
20 2 2
20 2 2
22 1 1

桂川　桂大橋～久世橋 20 1 1
桂川　亀岡～三川合流点 21 1 1
桂川　中之島公園～三川合流 22 1 1
桂川　園部～三川合流点 23 1 1

河川区域内コース 集計 8 2 7 1 18
京都市南区および各区、市等集計 8 2 7 1 18
総計 9 2 9 1 21

河川区域内
ポイント

京都市南
区・
右京区
・西京区
・伏見区
・大山崎町
・亀岡市
・南丹市
・長岡京市
・向日市
・八幡市

河川区域内
コース

桂川　中之島公園～三川合流点

桂川　桂大橋～三川合流点・支
川
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⑧京都市右京区 

京都市右京区では、平成 18 年以降、37 回の活動が実施されている。 
三宝川や桂川の各ポイントでは、小学校と連携した自然観察等の活動が継続的に取り

組まれている。 
また、桂川の阪急橋梁～JR 橋梁にかけて継続的に活動が実施され、中之島公園～嵐

山小学校にかけても、学校と連携した活動が継続的に実施されるなど、他の市域などに

またがって自然観察や河川美化活動が活発に実施されている。 
 

表 12 京都市右京区における河川レンジャー活動一覧 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活動区域
活動場所

分類
活動場所 年度

河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災 総計

京都市右京
区

河川区域内
ポイント

桂川　松尾橋下流 20 1 1

河川区域内ポイント 集計 1 1

三宝寺川 19 1 1

20 4 4

21 1 1

22 1 1

三宝寺川～御室川 21 1 1

桂川　阪急橋梁～桂大橋 21 2 2

22 1 1

河川区域内コース 集計 1 10 11
河川区域外
コース

京都市立　宇多野小学校校区内 22 1 1

河川区域外コース 集計 1 1

学校 京都市立　宇多野小学校 20 2 2

21 1 1

22 1 1 2

学校 集計 1 4 5

京都市右京区 集計 1 1 16 18

桂川　阪急橋梁～JR橋梁 18 1 1

20 1 1

21 1 1

22 1 1

桂川　松尾橋～西大橋 18 1 1

桂川　阪急橋梁～天神川合流点 19 1 1

桂川　桂大橋下流～久世橋 19 1 1

桂川　桂大橋～久世橋 20 1 1

19 1 1

20 1 1

21 1 1

22 1 1

19 2 2

20 2 2

桂川　亀岡～三川合流点 21 1 1
桂川　中之島公園～三川合流
点・保津川

22 1 1

桂川　園部～三川合流点 23 1 1

河川区域内コース 集計 8 11 19

京都市右京区および各区・大山崎町・亀岡市・南丹市 集計 8 11 19

総計 8 1 1 0 27 0 0 37

桂川　中之島公園～
京都市立　嵐山小学校

京都市右京
区
・南区
・西京区
・伏見区
・大山崎町
・亀岡市
・南丹市

河川区域内
コース

桂川　中之島公園～三川合流点

河川区域内
コース
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⑨京都市西京区 

京都市西京区では、平成 15 年以降、56 回の活動が実施されている。 
桂川西大橋下流や中之島公演を中心に、継続的に自然観察等の活動が実施されている。

その他、学校と連携した活動も数多く行われている。また、西京区区役所では、河川美

化に関する活動が行われている。 
その他、桂川の阪急橋梁～JR 橋梁にかけて継続的に活動が実施され、中之島公園～

嵐山小学校にかけても、学校と連携した活動が継続的に実施されるなど、他の市域など

にまたがって自然観察や河川美化活動が活発に実施されている。 
 水利用等の活動は行われていない。 
 

表 13 京都市西京区における河川レンジャー活動一覧 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動区域
活動場所

分類
活動場所 年度

河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災 総計

桂川　西大橋下流 15 1 1
21 1 1
22 1 1

桂川　中之島公園 15 1 1
18 4 4
19 3 3
20 3 3
21 2 2
22 1 2 3

桂川　上野橋下流 18 1 1
桂川　桂大橋下流 19 1 1

20 1 1
桂川　上野橋上下流 22 1 1

23 1 1
河川区域内ポイント 集計 1 23 24

桂川　西大橋～桂大橋 15 1 1
桂川　松尾橋～西大橋 19 1 1
桂川　中之島公園～松尾橋 22 1 1
桂川　松尾橋～上野橋 23 1 1

河川区域内コース 集計 1 3 4
松尾大社 19 1 1 2

21 1 1
22 1 1

河川区域外ポイント　集計 1 1 2 4
学校 京都市立　桂川小学校 23 2 2

京都市立　桂徳小学校 23 1 1
学校 集計 1 2 3
行政庁舎等 西京区役所 22 1 1
行政庁舎等 集計 1 1

西京区 集計 2 1 2 1 30 36
桂川　阪急橋梁～JR橋梁 18 1 1

20 1 1
21 1 1
22 1 1

桂川　桂大橋下流～久世橋 19 1 1
19 1 1
20 1 1
21 1 1
22 1 1

桂川　松尾橋～西大橋 18 1 1
桂川　中之島公園～三川合流点 19 2 2

20 2 2
桂川　亀岡～三川合流点 21 1 1
桂川　中之島公園～三川合流 22 1 1
桂川　園部～三川合流点 23 1 1
桂川　桂大橋～三川合流点・支川 20 2 2

22 1 1
河川区域内コース 集計 8 2 9 1 20

8 2 9 1 20
総計 10 1 4 1 39 0 1 56

桂川　中之島公園～
京都市立　嵐山小学校

京都市西京区及び各区・大山崎町・長岡京市・向日市・八幡市 集計

京都市西京
区
・南区
・右京区
・伏見区
・大山崎町
・亀岡市
・南丹市
・向日市
・長岡京市
・八幡市

河川区域内
コース

河川区域内
ポイント

河川区域内
コース

河川区域外
ポイント

京都市
西京区
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⑩京都市伏見区 

京都市伏見区では、平成 15 年以降、197 回の活動が実施されている。管内はもとよ

り、淀川水系屈指の活動エリアである。 
向島のヨシ原では、継続的に自然観察に関する活動が実施されている。 
壕川、三栖閘門資料館を中心に、京都伏見ジュニア河川レンジャー等の啓発その他の

活動が盛んに行われている。学校との連携も活発で、これまでに 16 校で京都伏見ジュ

ニア河川レンジャーや出前講座の取り組みとして、啓発その他、防災等の活動を実施し

ている。 
環境保全、水利用等に関する活動は行われていない。 

 

表 14 京都市伏見区における河川レンジャー活動一覧（1） 

 

 

 

活動区域
活動場所

分類
活動場所 年度

河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災 総計

向島　ヨシ原 16 1 1
17 1 1
18 1 1
19 2 2
20 3 3
21 2 2
22 2 2

桂川　宮前橋上流 20 1 1
21 1 1
22 1 1

桂川　羽束師橋下流 22 1 1
壕川　伏見港大橋 17 1 1
壕川　イベント会場 21 1 1
淀川河川公園　背割堤地区 22 1 1
東高瀬川　松本酒造横 23 1 1

河川区域内ポイント 集計 1 1 1 13 4 20
宇治川　三栖洗堰～東高瀬川河
口

15 1 1

壕川～三栖閘門資料館 15 5 7 12
16 7 7
17 6 6
18 8 8
19 6 4 10
20 7 2 9
21 10 10
22 7 7
23 6 6

山科川　丹後橋～中野橋 15 1 1
17 1 1

壕川～月桂冠大倉記念館 17 2 2
壕川 20 1 1

21 2 2
22 2 2

桂川　宮前橋～三川合流点 19 1 1
桂川　羽束師橋～宮前橋 21 1 1

河川区域内コース 集計 12 67 1 7 87
河川管理
施設

桂川　納所排水樋門 20 1 1

河川管理施設 集計 1 1
醍醐プラザホテル 16 1 1
京都パルスプラザ 20 1 1

河川区域外ポイント 集計 2 2
行政庁舎等 伏見出張所 16 1 1
行政庁舎等 集計 1 1
公共施設等 横大路会館 19 1 1

20 1 1
21 1 1
22 1 1

京都パルスプラザ 19 2 2
三栖閘門資料館 19 2 2
納所会館 18 1 1

19 1 1
20 1 1

淀会館 21 1 1
22 1 1

公共施設等 集計 5 2 6 13

京都市
伏見区

河川区域内
ポイント

河川区域内
コース

河川区域外
ポイント
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表 15 京都市伏見区における河川レンジャー活動一覧（2） 

活動区域
活動場所

分類
活動場所 年度

河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災 総計

学校 京都市立　伏見板橋小学校 15 1 1
京都市立　桃山小学校 15 1 1

16 1 1
18 1 1
19 1 1
20 1 1
21 1 1
22 1 1
23 1 1

京都市立　伏見住吉小学校 15 1 1
16 1 1
18 1 1
19 1 1
20 1 1
21 1 1
22 1 1
23 1 1

京都市立　伏見南浜小学校 15 1 1
16 1 1
18 1 1
19 1 1
20 1 1
23 1 1

京都市立　桃山東小学校 16 1 1
18 1 1
19 1 1
21 1 1
22 1 1
23 1 1

京都市立　桃山南小学校 16 7 1 1 9
19 1 1
20 1 1
21 1 1
22 1 1

京都市立　向島小学校 18 1 1
19 1 1
21 1 1

京都市立　向島南小学校 18 1 1
19 1 1
20 1 1
21 1 1
22 1 1
23 1 1

京都市立　向島藤の木小学校 19 1 1
京都市立　二の丸北小学校 19 1 1
京都教育大付属　桃山小学校 20 1 1
京都市立　砂川小学校 21 1 1

22 1 1
23 1 1

京都市立　二の丸小学校 20 1 1
21 1 1

京都市立　納所小学校 21 1 1
京都市立　深草小学校 22 1 1
龍谷大学　深草キャンパス 23 1 1

学校 集計 7 43 2 10 62
伏見区 集計 20 116 7 15 28 186

桂川　中之島公園～三川合流点 19 2 2
20 2 2
20 2 2
22 1 1

桂川　宮前橋～淀川河川公園
大山崎地区

22 1 1

桂川　亀岡～三川合流点 21 1 1
桂川　中之島公園～三川合流点・ 22 1 1
桂川　園部～三川合流点 23 1 1

河川区域内コース 集計 7 2 1 1 11
京都市伏見区及び各区等 集計 7 2 1 1 11
総計 27 0 118 7 16 0 29 197

桂川　桂大橋～三川合流点・支
川

京都市伏見
区
・西京区
・南区
・大山崎町
・長岡京市
・向日市
・八幡市
・亀岡市
・南丹市

河川区域内
コース
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⑪宇治市 

宇治市では、平成 17 年以降、11 回の活動が実施されている。 
活動内容は、宇治川宇治橋下流や笠取川・アクトパル宇治を利用した自然観察に関す

るもの等である。 
 

表 16 宇治市の河川レンジャー活動一覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫その他の地域の活動について 

平成 16 年以降、当管内の河川レンジャーは、京田辺市、枚方市、大津市など、広域

にわたって活動を行っている。その活動回数は 16 回である。 
活動内容を見ると、地域イベントへの出展、交流イベントへの参加など、広報活動を

中心に活動を実施している。 
 

表 17 その他の地域の河川レンジャー活動一覧 
 

活動区域
活動場所

分類
活動場所 年度

河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災 総計

宇治市 宇治川　宇治橋下流 17 1 1

18 1 1

19 1 1

20 1 1

21 1 1

笠取川　アクトパル宇治 18 1 1

19 1 1

20 1 1

21 1 1

河川区域内ポイント 集計 9 9
河川区域外
ポイント

宇治川　白虹橋下流 17 1 1

河川区域外ポイント 集計 1 1

学校 宇治市立　平盛小学校 19 1 1

学校 集計 1 1

総計 10 1 11

河川区域内
ポイント

活動区域
活動場所

分類
活動場所 年度

河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災 総計

桂川　三川合流点～淀川資料館 23 1 1
淀川河川公園　背割堤地区 21 1 1

23 1 1
河川区域内ポイント 集計 2 1 3

木津川　玉水橋上流 17 1 1
琵琶湖 18 1 1

河川区域内コース　集計 1 1 2
行政庁舎等 淀川区役所 16 2 4 6
行政庁舎等 集計 2 4 6

ウォーターステーション琵琶 21 1 3 4
23 1 1

淀川資料館 22 1 1
かしはら万葉ホール 22 1 1

公共施設等 集計 2 4 1 7
その他の地域　総計 2 0 2 10 2 1 1 18

京田辺市
・井手町
・大津市
・島本町
・八幡市
・枚方市
・橿原市
・大阪市淀
川区

河川区域内
ポイント

河川区域内
コース

公共施設等
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５．活動内容/河川レンジャー数 

 
活動内容ごとに管内の河川レンジャー数の推移を見ると表 18 の通りである。 
当管内では、平成 15 年から現センターレンジャーを含めた 2 名が複数分野にわたっ

て活動を実施してきた。 
平成 18 年から 22 年まではレンジャー数も 5～7 名と充実しており、活動内容も多く

の分野を網羅するものとなっている。 
平成 23 年度では河川レンジャーは 2 名であり、2 つの分野での活動となっている。

河川レンジャーアドバイザーの活動を含めると、多くの分野での活動が行われている。 
 
 
表 18 伏見・桂川・山崎（京都府内）管内における活動内容と河川レンジャー数（延べ人数） 

年度 
レンジャー 

数 

河川 

美化 

環境 

保全 

啓発 

その他 
広 報 

自然 

観察 
水利用等 防 災 総計 

H15 ２名 2   1   1     4 
H16 ２名 1   1 1 1     4 
H17 １名 1   1   1     3 
H 18 ５名 1   2 1 3 1   8 
H 19 ５名 2 1 2 1 3   1 10 
H 20 ７名 3   2 1 3   3 12 
H 21 ７名 3   3 3 3   1 13 
H 22 ７名 3   3 3 3   1 13 
H 23 ２名 1   1         2 

 ３名 
（ｱﾄ゙ﾊ゙ｲｻ゙ ）ー 1     1 1   1 4 

総計 18 1 16 11 19 1 7 73 
注１）河川レンジャーは複数分野で活動しているため、総計はレンジャー数と一致しない 

注 2）複数の河川レンジャーで連携した活動は含んでいない 
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（参考資料２）自治体総合計画等 
 
 





河川レンジャーの協働が模索できる事業とその展開（分野）

自治体名 計画名 事業の方向性等 事業名等 事業内容 担当部局 事業年度 河川美化 環境保全啓発その他 広報 自然観察 水利用等 防災

大山崎町 自然に学ぶ社会の構築 生涯学習と連携した自然生態の学習・調査・研究活動などを通じて、生物の多様性等自然
に対する理解を深め、自然に学ぶ社会の構築を進めます。
町民による自然生態観察会、「水と緑の回廊」観察会等を支援します。
自然環境保全や環境に配慮した事業・生活に関する情報を充実し、町民の自主的な自然環
境保全・再生活動、環境に配慮した事業・生活等を支援します。

23年～27年

● ● ●

河川空間の保全と活用 ・淀川河川公園( 国営) の整備計画に、住民と町のニーズ・要望をとりまとめ、参画します。
・京都第二外環状道路の整備に伴い、町と住民が道路管理者とともに小泉川の「川の辺の
道」づくりに参画します。
・河川等の空間については、親水・防災等の機能に加え、うるおいのある生活環境や地域文
化を育む場としての空間づくりを進めます。
・河川等の美化の啓発に努めるとともに、不法投棄の監視、住民ボランティアによる清掃活
動の支援等により、河川環境の保全に努めます

● ●

多様な生き物を保全し育てる条例の検討 森林の自然生態系、河川の良好な水質や自然生態系の保全・回復を図り、地域個性のある
景観を保全し、多様な生き物の生息・生育の場づくりに努めるとともに、稀少な生き物の保
護に努めます。

● ●

第２節　治山・治水 治山・治水の計画 ・治山・治水の啓発
・都市河川の治水対策の充実
・総合的な雨水対策の推進（水循環と治水の学習等）

●

住民参加の都市公園の整備・充実 ①　国営淀川河川公園整備の促進
国営淀川河川公園を誰もが快適に利用できるよう、大山崎JCT・IC と連携した形でのバリア
フリーのアプローチ整備を国土交通省や関係機関に要望していきます。

最低限必要なバリアフリーの施設整備に加えて、桂川河川敷公園と一体化する散策路
等、町のニーズ・要望をとりまとめて参画します。
②　特色ある都市公園づくり
「淀川三川合流域地域づくり構想」の歴史文化を楽しめる散策路づくりを、淀川三川合流域
地域づくり推進協議会と連携して検討します。

●

緑地の整備 ①　緑化の推進
行政、企業、住民等の協働のもとに公共空間、企業、民有地等の緑化を進めます。町民ボ
ランティア等が維持・管理する、花と緑のまちづくりを支援します。
緑化基金制度の導入を検討します。
②　緑地のネットワーク化
天王山・淀川（桂川）河川敷・小泉川・田園地区等の緑地をつなぐ、回遊性のある緑地ネット
ワーク（大山崎散策回廊）の整備を、町民参加により進めます。

●

第３節　交通 道路（小泉川堤防の「川の辺の道」、桂川
河川敷の道等を結ぶ大山崎散策回廊）

④　歩行者・自転車系交通空間の整備
天王山の遊歩道、久保川沿いの緑道、小泉川堤防の「川の辺の道」、桂川河川敷の道等を
結び、町民との協働により回遊性のある安全に楽しく歩けるみち（大山崎散策回廊）づくりを
進めます。

●

第７節　消防・救急・防災・危
機管理

防災・危機管理 ④　自主防災計画・組織づくり・活動の支援
町内会・自治会の自主防災計画づくり、自主防災組織づくり、リーダーの育成、防災訓練等
を支援します。

●

第３節　観光・レクリエーション 河川敷の自然レクリエーション空間の活
用

「淀川三川合流域地域づくり構想」の和歌に詠まれ、古戦場（山崎の合戦）ともなった歴史文
化を楽しめる散策路づくりを、淀川三川合流域地域づくり推進協議会と連携して検討しま
す。
桂川河川敷公園について、国営淀川河川公園と連携した形で、自然共生型のレクリエーショ
ン、健康づくり、スポーツ等の場としての活用を図ります。

● ● ●

第３節　社会教育 青少年の健全育成
①　ゆたかな自然を生かした体験学習や親子活動の支援
ゆたかな自然を生かした子どもたちの体験学習や、親子活動等を支援します。 ● ● ●

長岡京市
環境都市宣言啓発推進事業

環境フェアの実施など環境活動への参加を促進する事業を実施します。 環境政策監
23年～27年 ● ●

ホタルの育成と保護の推進事業 長岡京市ゲンジボタルを育てる会と協力し、ゲンジボタルの保護と育成を行う 環境政策推進課 ● ● ●
水辺環境の整備と保全 市民との協働により、河川・水路の水辺環境の整備と保全を進めます。 公園緑地課 ● ● ●
身近なみどりの創出事業 市民の協力を得ながら河川、学校などの公共空地や民有空地について、樹木や花の植栽

などの緑化を行います。
公園緑地課 ● ●

第３分野
教育・人権・文化
（豊かなふれあいを育てるま
ちづくり）

各種団体・サークル等活動支援事業
公民館サークル連絡協議会を中心に発表の場を確保やイベントなどへの協力、地域での学
習・文化活動などの支援を行います。

中央公民館 ● ● ● ● ●

第４分野
都市基盤
（歩きたくなるまちづくり）

防災訓練等実施事業
地区住民、自主防災会、自治会、各種機関及び市職員が連携して、各種訓練を実施しま
す。訓練会場では防災に関するブースを設置し、参加者の体験中心の訓練を実施します。

危機管理監 ●

第１節　自然環境の保全・再
生・活用

長
岡
京
市
第
3
次
総
合
計
画

第３節　公園・緑地等

第２分野
生活環境
（自然と共生する循環型のま
ちづくり）

大
山
崎
町
第
３
期
基
本
計
画

参考2-1



自治体名 計画名 事業の方向性等 事業名等 事業内容 担当部局 事業年度 河川美化 環境保全啓発その他 広報 自然観察 水利用等 防災

京都市 個性と活力あふれるまちづく
り戦略

高瀬川周辺一帯の魅力ある水辺づくり 地元との意見交換の場（フォーラム）を開催。護岸補修工事とあわせ、沿川他事業、地域と
の連携で周辺一帯の魅力ある水辺づくり。

建設局
●

未来の担い手育成戦略 地域活動や市民活動団体の担い手の育
成

・市民活動講座、講師派遣、出前講座の実施
・NPO法人と地縁団体とのマッチング交流会の実施

文化市民局
●

子どもをともに育む戦略 青少年活動センターにおける居場所づく
りや交流促進による自己成長の支援

地域交流、居場所づくりの推進 文化市民局
● ● ● ● ● ●

子どもをともに育む戦略 学校・地域が協働して進める新たな学び
の場の創出「学校ふれあい手づくり事業」
の推進

・「学校ふれあい手づくり事業」を実施
・子どもたちの企画・制作・管理等への参画を促進

教育委員会

● ●

真のワーク・ライフ・バランス
戦略

生涯学習の機会のさらなる提供と利便性
の向上

各種講座等の充実 教育委員会
● ● ● ● ●

地域コミュニティ活性化戦略 共汗による地域におけるまちづくりや防
災機能の強化

防災機能の強化等に向けた取組の推進 文化市民局
●

宇治市 環境美化の推進 環境美化を推進するため、関係団体・地域住民・ボランティア等の協力により美化活動の取
組を進めるとともに、広報・啓発活動により環境意識を醸成します。

23年～26年
● ●

安全・安心なまちづくりへの対
応

防災意識の普及・啓発 防災に関する意識の高揚を図るため、防災訓練の実施、講演会の開催やパンフレット作成
などの普及・啓発活動を推進します。

●

歴史と景観が調和したまちづ
くり

宇治川太閤堤跡の保存・活用 国の史跡に指定された宇治川太閤堤跡を保存し、その活用を図るため、周辺地域を含めて
「秀吉とお茶」をテーマとする施設整備を行います。

●

久御山町 河川 河川の正しい利用と愛護思想啓発事業 河川の正しい利用への理解と関心を高め、河川愛護思想の普及を図るため、河川愛護月
間（7月）に啓発を行う。

建設課
24年～26年

● ●

青少年育成 子ども居場所づくり事業 子どもたちが心豊かで健やかに育つ環境づくりのため、地域と学校等が連携し、土曜日等を
利用して、地域の集会所等において「久御山まなび教室」を開催し、子どもたちに体験･学習
活動ができる機会などを提供する。

社会福祉協議会 ● ● ● ● ●

社会教育 生涯学習推進事業 だれもが学ぶことのできる生涯学習の機会や場所を確保するため、「生涯学習推進計画」に
基づき、多様な学習機会や学習情報の提供、住民の自主的な学習活動の支援など、各種
の生涯学習関連施策を総合的・計画的に進める。また、計画の策定に向けた住民意識調査
を行う。

社会福祉協議会 ● ● ● ● ●

環境保全 自然環境保全事業 自然環境の保全と環境意識の向上のため、前川桜並木の保全管理を行っている団体に対
し補助を行うとともに、自然に親しむ環境教育を行う。

環境課 ● ●

自主防災組織活動支援事業 災害時における地域住民の迅速な避難や対応が図れるようにするため、各地域に自主防
災組織を設置し、その活動支援として、自治会、自主防災会、サークル等に対し手軽に防災
の知識が身につくよう出前講座などの取組を行う。

総務課 ● ●

風水害対策事業 ・災害時における迅速な活動が行えるようにするため、防災関係機関・事業所及び住民が
一体となって総合的な防災訓練を実施する。
・水害から住民の生命、財産を守るため、水防体制の強化、水防工法の習得と技術の錬磨
を図るための訓練を実施する。

総務課 ● ●

八幡市 学校教育 社会人による学習支援 こころとからだを育む事業として、文化・スポーツに精通した社会人による学習支援を行う。
全小中学校で実施。

学校教育課
24年～26年

●

循環型社会 環境まつり 環境をテーマにしたイベントを城南衛生管理組合及び構成３市２町主催で開催する。 環境業務課 ●
七夕まつり 木津川・宇治川・桂川の三川が合流する淀川三川合流域は、歴史・文化・自然が豊かな地

域であり、このイベントを通じて淀川三川合流域の魅力を多くの人に知ってもらうため、ＮＰ
Ｏ・八幡市・京都府等で組織する実行委員会により開催する。

商工観光課 ●

上下水道 水に対する意識啓発 水道週間（6月1日～7日）を活用して、市民に向けて上水道事業についての啓発活動を行
う。

水道総務課
水道工務課 ● ●

淀川三川合流域交流拠点整備事業 三川合流域の自然・歴史環境や文化的な特性を生かした公園整備等の調査を行い、広域
交流拠点として整備する。

まちづくり推進課 ● ●

防賀川改修工事 浸水防止や自然にやさしい河川環境の創造をめざし、全面改修事業の促進を図る。 道路河川課 ● ●
やすらぎと潤いの回廊づくり

市民や来訪者が、自然や歴史・文化・観光関連施設等を安全で安心して周遊できるように、
京都府と連携し、河川・緑地空間・既存道路を活用した自転車・歩行者道の整備を行う。

道路河川課 ● ●

出前講座（防災） 災害時における自助・共助をテーマに、市職員が市民のもとに出向いて行う出前講座を実
施する。

総務課 ●

淀川三川合流域地域づくり推進協議会 淀川三川合流域において、国、京都府、大阪府、及び両府内の関係市町が検討・策定した
「淀川三川合流域地域づくり構想」の実現に向け、連携した取組を行う。

政策推進課 ●

淀川舟運整備推進協議会 京都・大阪の10市町で構成される淀川舟運整備推進協議会において、淀川における舟運整
備事業の推進を図り、地域の発展に寄与する事業の推進を図る。

政策推進課 ●

5 18 29 5 10 7 12

24年～27年
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公園・緑地・河川

広域行政

防災・防犯
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表　京都市宇治川桂川沿川区の関連計画

京都市
各区

まちの将来像 基本目標 取り組み目標
河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災

伏見区 水と緑と温もりのまち
「伏見ですむ」

・環境共生の魁をめざすまち
・独自の魅力と活力を醸造するまち
・人の絆で支え合う安心安全なまち

・「循環型社会の要を担い，環境共生・低炭素社会の魁をめざします」
・「自然と歴史がいきづく地域の魅力を学び，発信します」
・「伏見力を活かし，『新しい京都』のまちづくりを牽引します」
・「地域のコミュニティが人を育み，すこやかな暮らしを支えるまちをめ
ざします」
・「安心安全で，人にやさしい便利なまちをめざします」

● ● ● ● ● ●

南区 水と風きらきら・暮らし
ゆったり・洛南しっかり

・「いのちと人権」が尊重されるまちづくり
・「区民が主役」のまちづくり
・「新しい洛南」を創造するまちづくり

・バリアフリー化とお年寄り、障害のあるひとへの支援
　 歴史探訪や体験・技能の伝承など、生きがいづくりにつながる企画
　 小学校の教育活動に対する区民参加
　 区民参加により、区内のウォーキングルートやルート上の自然・歴
史・文化資などを示すウォーキングマップの作成
・地域防災体制の充実
　  防火、防災の意識啓発と訓練の実施
        京都市市民防災センター
    地域防災の核となる自主防災組織の充実強化
    区民、事業所、防災関係機関の連携による地域防災ネットワークづ
くり

● ● ● ●

右京区 右京かがやきプラン 豊かな自然と歴史文化を活かしたまちづく
り 地域の自然，歴史，文化を体験，学習する団体や活動の活性化 ● ● ●

魅力ある都市環境を備えたまちづくり
公園，街路，河川等の維持管理活動の充実 ● ● ●

地域活動が盛んな安心・安全のまちづくり
子育て世代，若い世代の地域活動への参加の拡大 ● ● ● ● ●

ボランティアや大学等と連携する地域活動，団体の増加 ● ● ● ● ●

西京区 西山の緑かがやき　未
来をひらく西京区

人と人とが支え合う区民が主役のまちづくり
～地域の絆を育み，安心して暮らせるまち
を目指して～

・だれもが尊重されるまちづくりの推進
・地域コミュニティの更なる活性化
・協働によるまちづくりの推進
・子どもたちの健全育成
・教育の充実
・安心で安全なまちづくりの推進

● ●

環境と共生するまちづくり　～美しい自然を
守り育て，未来へ引き継ぐまちを目指して
～

・自然環境の保全と緑化の推進
・「歩くまち・京都」の推進
・まちの美化活動の推進
・循環型社会の構築
・美しい景観の創出と住環境の整備
・田園環境の保全と農業の振興

● ● ● ●

人と歴史・文化が輝くまちづくり　～地域の
魅力を生かし，多彩な交流が進むまちを目
指して～

・地域の歴史・文化の継承と活用
・亀岡市等との交流の推進
・生涯学習の推進
・大学等と地域との連携の推進

●
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京都府関連事業（宇治川流域圏）

作成
年

対象河川 概要 整備区間

H24.3 古川
井川
名木川

　古川、井川、名木川は、「河川の流下能力」、「流入先の宇治川との整合性」、「近年水害の発生
状況」などを考慮し、管理区間の全区間を整備対象として設定し、概ね10年に１回の洪水を安全に流
下させることを目標に、整備を実施する。
　古川では、確保した河川用地を最大限活用し、河道拡幅と河床掘削により、河川の断面を広げ、流
下能力の向上を図る。また、関係する橋梁等の改築を実施する。
　 井川、名木川では、河道拡幅と河床掘削により、河川の断面を広げ、流下能力の向上を図る。ま
た、関係する橋梁等の改築を実施する。
　 なお、古川および井川について、事業効果が早期発現するよう段階的な河床掘削を実施することと
し、名木川は古川整備の進捗状況に合わせ着手する。
　 なお、川床の幅を広くとり、水際に植生を促し、自然の営力による瀬や淵、澪筋などの形成を図る
とともに、河川に生息する生物の生育・繁殖環境の保全、復元および創出に努める。

①古川：宇治川への合流点から一級河川起点まで延長約8,500ｍ
②井川：古川への合流点から一級河川起点まで延長約3,160ｍ
③名木川：古川への合流点から一級河川起点まで延長約1,840ｍ

東高瀬川 　東高瀬川は、「河川の流下能力」、「川沿いの資産の有無」、「下水道施設との整合性」、「近年
水害の発生状況」などを考慮し、下記の未整備全区間を整備対象区間として設定し、概ね10年に１回
の洪水を安全に流下させることを目標に、整備を実施する。
　都市下水路整備の進捗と整合を図りながら、河道拡幅と段階的な河床掘削により河川の断面を広
げ、流下能力の向上を図る。また、関係する橋梁等の改築を実施する。 なお、川床の幅を広くとり、
水際に植生を促し、自然の営力による瀬や淵、澪筋などの形成を図るとともに、河川に生息する生物
の生育・繁殖環境の保全、復元および創出に努める。

国道24号橋梁直下から
一級河川起点まで
延長約1,100ｍ

弥陀次郎川 　弥陀次郎川は、「河川の流下能力」、「川沿いの資産の有無」、「近年水害の発生状況」を考慮
し、下記の区間を整備対象区間として設定し、概ね50年に１回の洪水を安全に流下させることを目標
に、整備を実施する。
　河道拡幅と河床掘削により河川の断面を広げるとともに、天井川を切り下げ、流下能力の向上を図
る。また、関係する橋梁等の改築を実施する。 なお、川床の幅を広くとり、水際に植生を促し、自然
の営力による瀬や淵、澪筋などの形成を図るとともに、河川に生息する生物の生育・繁殖環境の保
全、復元および創出に努める。

雲雀橋上流から一級河川起点まで延長約1,195ｍ
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作成
年

対象河川 概要 整備区間

戦川・
新田川

　戦川・新田川は、「河川流下能力」、「川沿いの資産の有無」、「近年水害の発生状況」を考慮
し、下記の区間を整備対象区間として設定し、概ね50年に１回の洪水を安全に流下させることを目標
に、整備を実施する。
　戦川では、河道拡幅と河床掘削により、河川の断面を広げるとともに下流区間での天井川の切り下
げによる水位低下効果も加えて、流下能力の向上を図る。また、関係する橋梁等の改築を実施する。
新田川では、河道拡幅と河床掘削により、河川の断面を広げ、流下能力の向上を図る。また、関係す
る橋梁等の改築を実施する。 なお、川床の幅を広くとり、水際に植生を促し、自然の営力による瀬や
淵、澪筋などの形成を図るとともに、河川に生息する生物の生育・繁殖環境の保全、復元および創出
に努める。 新田川は、河床勾配が急なことから河床をコンクリート張りとする。

①戦川：京阪宇治線上流から府道京都宇治線下流まで延長約220ｍ
②新田川：JR奈良線下流から府道京都宇治線上流まで延長約160ｍ

堂の川
(木幡池)

堂の川(木幡池)は、今後とも「木幡池かわまちづくり計画※」に基づき、地域住民、地方自治体、河
川管理者が連携・協働して、木幡池の環境を活かした地域づくりを進めることとし、木幡池が担うべ
き治水機能を確保しつつ、木幡池本来の自然環境への再生と自然を活かした水辺空間の創出を目指
し、地域住民と木幡池との関わりを一層深め、日常の維持管理においても主体的に参画できるよう、
地域に身近で親しまれる自然豊かな水辺環境づくりに取り組む。
※かわまちづくり支援制度  「かわまちづくり」は、住民・市町村等と河川管理者が連携し河川空間
とまちの空間の融合が図られた、良好な空間形成を目指す取り組みで、市町村等において立案された
計画に基づき、地域づくりをフォローアップする「ソフト支援」、河川空間創出のため治水上及び河
川利用上の安全・安心に係る河川管理施設を整備する「ハード支援」を実施する制度。

整備区間：大島樋門から上流の木幡池の範囲の面積約13.5ha
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年

対象河川 概要 整備区間
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京都府関連事業（桂川下流域圏）

作成年 対象河川 概要 整備区間

H24.4 有栖川 　有栖川は、「目標規模に対する治水安全度の不足」、「川沿いの資産の有無」、「流入先の桂川と
の整合性」を考慮し、下記の区間を整備対象区間として設定し、概ね50年に１回の洪水を安全に流下
させることを目標に本支川バランスを考慮しつつ、段階的な整備について検討の上、整備を実施す
る。
　現在確保している河川用地を活用し、河か道どう拡幅と河床掘削により河川の断面を広げ、流下能
力の向上を図る。また、関係する橋梁等の改築を実施する。 護岸には、景観や生物の育成・成育に配
慮したブロック等を使用し、河川に生息する生物の生育・繁殖環境の復元・創出に努めるとともに、
川床幅を広く確保し、河床を土とすることで水際に植生を促し、自然の営力による瀬・淵及び澪筋の
形成を図る

構口橋上流地点[京都市右京区梅津構口町] ～ 西高瀬川交差地点
[京都市右京区嵯峨野内田町]の約1,830ｍ区間

新川 　新川は、「計画目標に対する治水安全度の不足」、「川沿いの資産の有無」、「流入先の桂川との
整合性」を考慮し、下記の区間を整備対象区間として設定し、概ね10年に１回の洪水を安全に流下さ
せることを目標に整備を実施する。
　河道拡幅と河床掘削により、河川の断面を広げ、流下能力の向上を図る。併せて、関係する橋梁等
の改築を実施する。 断面形状は、将来形（概ね50年にに１回の洪水を流下）の護岸を整備するが、放
流先である桂川本川の河床と整合を図り埋め戻す。 また、河床を土で埋め戻すことにより、河川に生
息する生物の生育・繁殖環境の復元・創出に努めるとともに、水際の植生を促し、自然の営力による
瀬・淵及び澪筋の形成を図る。 なお、埋め戻しの材料及び手法については、環境の保全の面から検討
を行う。

前泓橋上流約50m地点[京都市西京区下津林六反田] ～  府立桂高校
北西地点[京都市西京区川島滑樋町]の約530ｍ区間

羽束師川
支川

　西羽束師川支川は、「計画目標に対する治水安全度の不足」、「川沿いの資産の有無」、「流入先
の西羽束師川及び桂川との整合性」を考慮し、下記の区間を整備区間として設定し、概ね10年に１回
の洪水を安全に流下させることを目標に整備を実施する。
　確保した河川用地を最大限活用し、河道拡幅と河床掘削により、河川の断面を広げ、流下能力の向
上を図る。併せて、関係する橋梁等の改築を実施する。 断面形状は、将来形（概ね50年にに１回の洪
水を流下）の護岸を整備するが、放流先である桂川本川の河床と整合を図り埋め戻す。 また、河床を
土で埋め戻すことにより、河川に生息する生物の生育・繁殖環境の機能の復元・創出に努めるととも
に、水際の植生を促し、自然の営力による瀬・淵及び澪筋の形成を図る。 なお、埋め戻しの材料及び
手法については、環境の保全の面から検討を行う。

古川橋下流約70m地点[京都市伏見区羽束師古川町] ～ 風呂田橋上
流約80m地点[京都市伏見区久我森ノ宮町]の約1,570ｍ区間

西高瀬川 　西高瀬川は、「河川環境の整備と保全」、「流水の正常な機能の維持（流量・水質）」、「地域住
民の連携」を考慮し、地域社会と河川事業者及び下水道事業者が協働して、西高瀬川の流水の再生を
図る。また、拠点となる箇所に親水性を配慮した水辺空間を創出し、都市における潤いのある水環境
の再生事業を進める清流復活事業を実施する。

天神川交差地点付近［京都市右京区太秦他］ 三条坊町公園付近
［京都市中京区西ノ京三条坊町他］ 壬生公園付近［京都市中京区
壬生高樋町他］ 石ヶ坪公園付近［京都市下京区西七条西石ヶ坪町
他］
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